
500 

唐
長
安
城
と
開
中
卒
野
の
濯
淑
シ
ス
テ
ム

妹

尾

達

彦

木
報
告
の
目
的
は
、
唐
長
安
城
の
政
治
・
経
済
動
向
と
、
開
中
卒
野
中
部
の

水
利
瀧
減
組
織
と
の
関
係
を
主
に
分
析
す
る
こ
と
で
、
と
く
に
、
九
位
紀
に
お

け
る
長
安
の
都
市
閣
の
形
成
を
論
じ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
で
い
う
長
安
の
都
市
幽
と
は
、
都
の
長
安
の
経
済

・
文
化

・
政
治
の
影

響
力
が
、
直
接
お
よ
ぶ
地
域
の
こ
と
で
、
長
安
の
位
置
す
る
関
中
卒
野
の
中
央

部
を
さ
し
て
い
る
。

安
史
の
飢
(
七
五
五
J
六
三
年
)
後
に
お
け
る
、
長
安
を
か
こ
む
圏
内
外
の

政
治
・

経
済
動
向
の
緩
貌
は
、
開
中
卒
野
の
軍
事
的
、
経
済
的
重
要
性
を
一
一
挙

に
た
か
め
さ
せ
、
長
安
を
か
こ
む
地
域
の
経
済
・
文
化
・
政
治
的
統
合
を
加
速

さ
せ
た
。
そ
の
結
果
、
長
安
と
そ
の
周
遊
地
域
は
機
能
的
に
連
結
し
て
、
現
代

の
首
都
閣
に
類
似
し
た
一
つ
の
都
市
闘
を
つ
く
り
だ
し
て
ゆ
く
。

本
報
告
で
は
、
一
九
九
七
年
か
ら
九
九
年
に
か
け
て
賞
施
し
た
、
唐
長
安
城

と
開
中
卒
野
の
瀦
波
施
設
の
質
地
調
査
の
知
見
守
』
活
用
し
て
、
九
世
紀
に
お
け

る
開
中
卒
野
中
部
の
水
利
濯
減
組
織
の
整
備
の
寅
態
を
明
ら
か
に
し
、
水
利
・

交
通

・
商
業
・
行
政
組
織
が
相
互
に
密
接
に
関
連
す
る
、
長
安
の
都
市
闘
が
形

成
さ
れ
て
ゆ
く
過
程
を
分
析
す
る
。

そ
れ
と
と
も
に
、
王
都
の
都
市
閣
の
形
成
が
、
後
代
に
あ
た
え
た
政
治
的
、

経
済
的
、
文
化
的
影
響
に
つ
い
て
も
、
論
じ
て
み
た
い
。

メ
コ
ン
下
流
域
に
お
け
る
首
長
制
成
立
へ
の
動
き

新

柴

治

田

メ
コ
ン
と
そ
の
支
流
の
流
域
に
は
前
三
世
紀
J
後
二
世
紀
の
へ

l
ガ
1

1
式

銅
鼓
が
分
布
す
る
。
こ
れ
ら
の
銅
鼓
は
墓
葬
の
副
葬
品
と
し
て
出
土
す
る
。
出

土
地
は
い
ず
れ
も
メ
コ

ン
お
よ
び
そ
の
支
流
に
沿
っ
た
究
通
運
輸
の
要
衝
で
あ

る
。
銅
鼓
は
水
系
に
形
成
さ
れ
た
祉
曾
単
位
の
有
力
者
に
、
そ
の
威
信
財
と
し

て
受
容
さ
れ
た
。
銅
鼓
型
式
の
時
空
的
分
布
か
ら
、
そ
の
受
容
は
本
流
か
ら
中

小
支
流
へ
庚
が
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
政
治
勢
力
形
成
の
背
後
に
、
メ
コ

ン
水
系
を
介
し
た
交
易
と
運
輸
の
活
液
化
、
お
よ
び
減
水
期
稲
に
よ
る
水
稲
栽

培
に
加
え
て
、
東
北
タ
イ
の
生
態
環
境
を
利
用
し
た
銭
ノ
ジ
ュ
ー
ル
を
原
料
と

す
る
餓
や
、
乾
季
の
地
表
面
に
生
じ
る
盤
叢
を
原
料
と
す
る
援
な
ど
の
生
産
に

よ
っ
て
蓄
積
さ
れ
た
富
が
あ
っ
た
。
東
北
タ
イ
で
の
経
済
的
設
展
は
前
三
世
紀

頃
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
経
済
的
設
展
と
と
も
に
、
人
口
の
集
中
が

生
じ
、
環
濠
で
圏
っ
た
居
住
空
関
(
環
濠
集
落
)
が
現
れ
て
く
る
。

こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
祉
禽
幾
動
は
メ
コ
ン
流
域
の
各
地
で
生
じ
て
い
る
。
メ

コ
ン
を
介
し
て
東
北
タ
イ
と
関
係
を
も
っ
た
ベ
ト
ナ
ム
南
部
ド
ン
ナ
イ
省
で

は
、
前
二
世
紀
J
後
一
世
紀
こ
ろ
、
中
園
的
武
器
で
あ
っ
た
銅
文
が
威
信
財
と

し
て
機
能
し
、

E
大
石
室
を
も
っ
墓
が
そ
の
地
の
有
力
者
の
墓
と
し
て
築
か
れ

た。
東
南
ア
ジ
ア
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
住
に
態
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
、
社

曾
的
統
合
化
が
進
展
し
て
い
た
。
そ
れ
は
後
一
世
紀
以
降
に
現
れ
る
初
期
園
家

形
成
、
文
明
化
へ
の
前
史
で
あ
っ
た
。
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